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スラブ光導波路を用いて美白効果を検証

シミやソバカスの原因であるメラニン色素の生成は，酵素による L-ドーパの酸化反応が引き金とな
る。この酵素を阻害すると美白効果が得られる。そこで酵素阻害能を少量の試料で評価するため高感
度なスラブ光導波路分光法を用いた。導波路表面を化学的に改質し，ここに酵素，L-ドーパ及び阻害
剤を滴下し混合すると，従来法の 1/10 の試薬量で，同等の感度で阻害能の評価ができた。また 2 枚
のガラス板の一方に酵素を，もう一方にアミノ基を固定化し，サンドイッチ型にして反応させると，
L-ドーパの反応による色素の生成を吸光度上昇により検出できた。
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